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日
本
共
産
党　

栗
原　

健
治　

議
員

若
者
の
実
態
を
把
握
し

 

総
合
的
な
就
労
支
援
策
を

一
般
質
問

　

２
月
28
日
、
29
日
の
本
会
議
で
、
18
人

の
議
員
が
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。
質
問
と
答
弁
の
要
旨

は
次
の
と
お
り
で
す
。

「憲法を記念する市民のつどい」
で憲法前文等を朗読する中学生

日
本
共
産
党　

森　

 

徹　

議
員

平
和
求
め
る
憲
法
を

　

   

次
世
代
に
伝
え
よ

日
本
共
産
党　

岩
田　

康
男　

議
員

市
民
生
活
を
守
る
視
点
で

 

食
の
安
全
対
策
に
取
り
組
め

（
６
面
へ
続
く
）

議
員　

労
働
に
お
け
る
規
制
緩

和
が
進
み
、
非
正
規
雇
用
が

拡
大
し
て
い
る
。
多
く
の
若

者
が
低
賃
金
に
苦
し
ん
で
い
る

な
ど
、
派
遣
や
パ
ー
ト
、
ア
ル

バ
イ
ト
で
生
計
を
立
て
ざ
る
を

得
な
い
状
況
は
深
刻
な
問
題
だ

と
考
え
る
。
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業

な
ど
若
者
へ
の
就
労
支
援
を
行

い
、
若
者
が
社
会
参
画
し
て
い

け
る
よ
う
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。
若
者
の
就
労
支
援
、
自
立

支
援
に
つ
い
て
所
見
を
問
う
。

市
長　

若
年
層
へ
の
就
労
支
援

は
、
市
全
体
の
活
性
化
に
も
つ

な
が
る
重
要
な
施
策
だ
。
今
後

も
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
就

職
面
接
会
や
ニ
ー
ト
、
フ
リ
ー

タ
ー
対
策
を
含
む
就
職
支
援
セ

ミ
ナ
ー
等
の
事
業
を
積
極
的
に

展
開
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

国
の
地
域
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
は
、
若

者
の
就
労
支
援
の
視
点
か
ら
も

大
変
重
要
な
事
業
で
あ
る
。
市

で
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い

く
つ
も
り
か
。
見
解
を
示
せ
。

市
長　

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
目
的
は
、

就
労
等
に
よ
る
ニ
ー
ト
等
の
若

者
支
援
で
あ
り
、
市
も
共
有
で

き
る
も
の
だ
。
可
能
な
限
り
協

力
す
る
と
と
も
に
、
教
育
委
員

会
と
の
連
携
も
検
討
し
た
い
。

議
員　

就
労
を
支
援
す
る
た
め

に
は
、
若
者
の
直
面
す
る
困
難

な
状
況
を
解
決
す
る
総
合
的
な

取
り
組
み
が
必
要
だ
。
教
育
委

員
会
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育

に
つ
い
て
聞
く
。

教
育
部
長　

児
童
・
生
徒
が
自

ら
の
将
来
を
考
え
、
主
体
的
に

進
路
を
選
択
す
る
能
力
や
態
度

を
育
て
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
今

後
も
推
進
し
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
母
子
家
庭

自
立
支
援
事
業
／
高
齢
者
無
料

入
浴
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

議
員　

二
度
と
戦
争
を
し
て
は

な
ら
な
い
と
の
思
い
を
結
集
さ

せ
た
日
本
国
憲
法
を
次
世
代
に

伝
え
る
必
要
が
あ
る
。
歴
代
自

由
民
主
党
政
府
は「
15
年
戦
争
」

が
侵
略
戦
争
で
あ
っ
た
事
実
さ

え
認
め
ず
、
世
界
か
ら
戦
争
責

任
を
問
わ
れ
続
け
て
い
る
。
市

が
行
う
平
和
啓
発
事
業
の
取
り

組
み
状
況
を
聞
く
。

市
長　

中
学
生
に
よ
る
憲
法
前

文
朗
読
、
憲
法
を
記
念
す
る
市

民
の
つ
ど
い
、
市
民
憲
法
講
座

等
の
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

議
員　

事
実
と
向
き
合
わ
ず
に

歴
史
を
教
え
る
こ
と
も
学
ぶ
こ

と
も
で
き
な
い
。
日
本
、中
国
、

韓
国
が
対
話
と
討
論
を
通
じ
歴

史
認
識
を
共
有
し
よ
う
と
東
ア

ジ
ア
近
現
代
史
の
副
教
材
を
共

同
編
集
し
た
。
こ
う
し
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

教
育
長　

児
童
・
生
徒
が
日
本

と
世
界
へ
の
理
解
を
深
め
、
諸

外
国
と
の
未
来
志
向
的
な
関
係

を
発
展
さ
せ
る
等
、
国
際
社
会

で
主
体
的
に
生
き
る
日
本
人
と

し
て
の
自
覚
と
資
質
を
身
に
つ

け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

議
員　

文
部
科
学
省
の
教
科
書

検
定
で
の
検
定
意
見
に
よ
り
、

高
校
の
日
本
史
の
教
科
書
か
ら

「
太
平
洋
戦
争
末
期
の
沖
縄
戦

で
の
集
団
自
決
は
軍
の
強
制
に

よ
る
」
と
の
趣
旨
の
記
述
が
削

除
さ
れ
問
題
と
な
っ
た
。
検
定

意
見
の
撤
回
を
求
め
る
声
は
全

国
に
広
が
り
、
本
市
議
会
で
も

撤
回
を
求
め
る
意
見
書
を
可
決

し
て
い
る
。
次
世
代
に
歴
史
を

正
し
く
伝
え
、
教
え
る
こ
と
が

大
切
だ
。
見
解
を
伺
う
。

教
育
長　

指
導
に
当
た
り
様
々

な
解
釈
・
意
見
が
あ
る
こ
と
を

紹
介
し
指
導
内
容
が
偏
ら
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
事
だ
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
地
球
環
境

と
ご
み
行
政
に
つ
い
て　

議
員　

食
品
偽
装
や
中
毒
事
件

な
ど
食
を
め
ぐ
る
事
件
が
相
次

ぐ
中
で
、
食
の
安
全
対
策
は
市

政
で
も
取
り
組
む
べ
き
課
題
に

な
っ
た
。
市
民
生
活
の
安
全
を

守
る
視
点
が
最
も
重
要
と
考
え

る
。市
長
の
現
状
認
識
を
伺
う
。

市
長　

市
民
生
活
の
安
全
を
守

る
上
で
、
大
変
重
要
な
課
題
で

あ
る
と
受
け
止
め
て
い
る
。

議
員　

こ
れ
ま
で
の
行
政
は
縦

割
り
の
弊
害
に
よ
る
連
携
不
足

で
消
費
者
の
視
点
が
欠
け
て
い

た
。
市
民
の
健
康
と
命
を
守
る

た
め
、
三
鷹
市
と
し
て
食
の
安

全
問
題
に
総
合
的
に
対
応
す
る

協
議
会
等
の
組
織
が
必
要
だ
。

市
長　

全
庁
的
な
取
り
組
み
が

必
要
な
場
合
に
は
、
経
営
本
部

で
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
。

議
員　

本
年
２
月
、
市
教
委
は

食
育
基
本
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え

「
学
校
に
お
け
る
食
育
の
推
進

に
関
す
る
指
針
」
を
定
め
た
。

具
体
的
な
取
り
組
み
を
聞
く
。

教
育
長　

食
事
の
大
切
さ
や
マ

ナ
ー
等
の
指
導
に
加
え
、
食
品

の
安
全
性
等
を
判
断
す
る
能
力

な
ど
も
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
。

議
員　

食
育
の
推
進
計
画
は
教

育
の
分
野
だ
け
で
な
く
市
民
生

活
全
体
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

市
が
食
育
推
進
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　

食
に
関
す
る
取
り
組
み

を
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
推

進
す
る
と
と
も
に
、「
健
康
み
た

か
２
０
１
０
」
に
基
づ
き
様
々

な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

議
員　

保
健
所
は
広
報
担
当
が

廃
止
さ
れ
「
保
健
所
だ
よ
り
」

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
し
か
見

ら
れ
な
い
。
食
の
安
全
に
つ
い

て
、
市
民
へ
の
さ
ら
な
る
啓
発

活
動
を
実
施
し
て
ほ
し
い
。

市
長　

市
民
に
必
要
な
情
報
は

「
広
報
み
た
か
」
等
で
き
め
細

か
く
提
供
し
て
い
き
た
い
。

に
じ
色
の
つ
ば
さ　

浦
野　

英
樹　

議
員

落
書
き
を
許
さ
な
い

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
を

議
員　

最
近
、
市
内
の
幹
線
道

路
沿
い
や
駅
周
辺
で
、
壁
や
シ

ャ
ッ
タ
ー
へ
の
ス
プ
レ
ー
に
よ

る
落
書
き
が
多
く
見
ら
れ
る
。

被
害
を
受
け
た
人
か
ら
ど
こ
に

相
談
す
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な

い
と
の
声
も
聞
か
れ
、
対
策
が

必
要
と
感
じ
る
。
安
全
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
も
、

市
は
落
書
き
問
題
に
積
極
的
に

取
り
組
む
べ
き
だ
。
国
内
外
の

自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
、
落

書
き
被
害
を
防
止
す
る
有
効
な

対
策
を
講
じ
て
ほ
し
い
。

市
長　

落
書
き
は
犯
罪
で
あ
り

現
行
法
で
の
対
策
の
強
化
が
必

要
と
考
え
る
。
三
鷹
警
察
署
へ

パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
と
取
締
り

を
要
請
す
る
と
と
も
に
、
安
全

安
心
・
市
民
協
働
パ
ト
ロ
ー
ル

の
活
動
を
推
進
し
て
い
く
。

議
員　

公
共
施
設
等
へ
の
落
書

き
に
は
素
早
い
対
応
が
重
要
で

あ
り
、
絶
対
に
落
書
き
を
許
さ

な
い
姿
勢
を
示
す
べ
き
だ
。
市

は
警
察
と
連
携
し
て
、
落
書
き

被
害
の
情
報
を
収
集
・
提
供
す

る
役
割
を
果
た
し
て
ほ
し
い
。

生
活
環
境
部
調
整
担
当
部
長　

現
在
、
落
書
き
に
限
定
し
た
情

報
収
集
は
し
て
い
な
い
。
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

民
家
や
商
店
へ
の
落
書

き
に
つ
い
て
、
火
災
保
険
・
損

害
保
険
が
使
え
る
場
合
が
あ
る

と
聞
い
た
。
自
分
が
加
入
し
て

い
る
保
険
の
内
容
を
確
認
す
る

よ
う
呼
び
か
け
て
は
ど
う
か
。

生
活
環
境
部
調
整
担
当
部
長　

相
談
が
あ
れ
ば
情
報
提
供
し
た

い
。
広
く
一
般
的
な
Ｐ
Ｒ
に
つ

い
て
も
、
今
後
研
究
し
た
い
。

に
じ
色
の
つ
ば
さ　

嶋
﨑　

英
治　

議
員

地
球
温
暖
化
防
止
に

 

市
は
率
先
し
て
取
り
組
め

議
員　

地
球
温
暖
化
に
よ
る
砂

漠
化
の
進
行
や
海
面
上
昇
、
生

態
系
の
破
壊
、
食
料
不
足
等
が

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

京
都
議
定
書
で
定
め
た
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
削
減
の
目
標
達
成

は
、
我
が
国
に
と
っ
て
大
き
な

課
題
だ
。
地
球
温
暖
化
防
止
に

向
け
た
取
り
組
み
を
、
市
全
体

で
積
極
的
に
進
め
て
ほ
し
い
。

市
長　

三
鷹
市
環
境
基
本
計
画

（
改
定
）
に
基
づ
き
、
市
民
や

事
業
者
と
協
働
し
て
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
削
減
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
計
画
推
進
の
た
め
の
市

民
会
議
も
設
立
し
た
。
職
員
は

三
鷹
市
環
境
方
針
を
常
に
携
帯

し
、
方
針
を
意
識
し
な
が
ら
業

務
を
行
っ
て
い
る
。

議
員　

学
校
教
育
に
お
い
て
、

子
ど
も
た
ち
が
地
球
温
暖
化
の

問
題
を
実
感
で
き
る
よ
う
な
施

策
が
必
要
だ
。
環
境
問
題
に
取

り
組
む
市
職
員
が
学
校
で
講
義

を
す
る
機
会
を
増
や
す
な
ど
、

環
境
教
育
の
充
実
に
努
め
よ
。

教
育
長　

市
職
員
に
よ
る
講
義

や
実
地
体
験
に
近
い
教
材
を
活

用
す
る
な
ど
、
さ
ら
に
工
夫
を

重
ね
て
い
き
た
い
。

議
員　

千
代
田
区
で
は
地
球
温

暖
化
対
策
条
例
を
制
定
し
て
い

る
。
条
例
の
前
文
を
区
内
の
中

学
生
が
作
成
し
た
と
聞
く
。
本

市
も
同
様
の
条
例
の
制
定
を
視

野
に
入
れ
な
が
ら
、
取
り
組
み

を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

生
活
環
境
部
長　

現
時
点
で
は

既
存
の
条
例
や
計
画
な
ど
を
も

と
に
、
市
民
・
事
業
者
と
協
力

し
て
地
球
温
暖
化
対
策
を
推
進

し
て
い
き
た
い
。

に
じ
色
の
つ
ば
さ　

野
村　

羊
子　

議
員

外
国
と
つ
な
が
る
子
ど
も
へ
の

　
　
　

 

教
育
支
援
の
充
実
を

議
員　

外
国
籍
な
ど
、
多
様
な

文
化
的
背
景
を
持
ち
日
本
語
が

不
自
由
な
児
童
・
生
徒
は
、
言

葉
が
障
壁
と
な
り
、
十
分
な
学

習
が
で
き
ず
に
苦
し
ん
で
い

る
。
外
国
籍
等
の
子
ど
も
に
対

し
、
学
校
へ
の
編
入
学
当
初
に

行
う
現
状
の
日
本
語
指
導
は
、

時
間
数
な
ど
内
容
が
十
分
と
は

言
え
な
い
。
日
常
会
話
が
こ
な

せ
て
も
学
習
言
語
能
力
が
不
十

分
で
教
科
学
習
に
つ
い
て
い
け

な
い
等
、
子
ど
も
に
よ
り
状
況

は
様
々
で
あ
る
。
就
学
前
の
日

本
語
指
導
の
実
施
等
、
子
ど
も

の
実
態
に
沿
う
教
育
支
援
を
行

う
べ
き
だ
。
考
え
を
聞
く
。

教
育
部
長　

実
態
の
把
握
に
努

め
、支
援
の
充
実
を
図
り
た
い
。

議
員　

母
語
も
日
本
語
も
十
分

に
習
得
で
き
な
い
状
態
で
は
論

理
的
思
考
が
育
ち
に
く
い
。
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
確
立
の

た
め
に
も
外
国
籍
等
の
子
ど
も

が
母
語
と
母
国
文
化
の
保
持
が

で
き
る
よ
う
支
援
す
べ
き
だ
。

教
育
部
長　

子
ど
も
た
ち
が
、

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
す
る
態

度
を
養
う
こ
と
が
重
要
だ
。

議
員　

他
市
で
は
相
談
対
応
や

通
訳
な
ど
外
国
籍
等
の
子
ど
も

や
保
護
者
へ
の
支
援
の
窓
口
を

一
元
化
し
て
い
る
。
地
域
で
孤

立
し
が
ち
な
外
国
籍
等
の
子
ど

も
の
保
護
者
へ
の
、
き
め
細
か

な
相
談
対
応
な
ど
、
子
ど
も
を

取
り
巻
く
生
活
全
体
を
支
援
す

る
シ
ス
テ
ム
が
必
要
だ
。

教
育
部
長　

都
の
相
談
機
関
や

三
鷹
国
際
交
流
協
会
等
と
も
連

携
し
、
十
分
な
サ
ポ
ー
ト
体
制

を
整
備
し
て
い
き
た
い
。

に
じ
色
の
つ
ば
さ　

半
田　

伸
明　

議
員

公
共
施
設
の
あ
り
方
を

 

新
た
な
視
点
で
構
築
せ
よ

議
員　

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
生
か
す

と
い
う
視
点
か
ら
、
公
共
施
設

の
あ
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。
公




